基督教 国に は どこに でも、 「さまよえる 猶太 人」 の 伝 

説が 残って いる。 伊太利で も、 仏蘭西で も、 英吉利で 

ドイツ ォ ウス タリ スペイン 

も、 独逸で も、 澳太 利で も、 西班牙で も、 この 口碑が 

伝わって いない 国 は、 ほとんど 一 つもない。 従って、 

古来 これ を 題材に した、 芸術 上の 作品 も、 沢山 ある。 

グス タヴ. ドォレ の 画 は 勿論、 ュ ウジ アン. ス ゥもド 

クタ ァ- クロ リイ も、 これ を 小説に した。 モンク • ル 

ィズの あの 名高い 小説の 中に も、 ルシ ファゃ 「血 をし 

たたらす 尼」 と共に 「さまよえる 猶太 人」 が 出て 来た 

ように 記憶す る。 最近で は、 フィオナ. マ クレオ ドと 

称した ウィリアム. シャ アブが、 これ を 材料に して、 



何とか 云う 短篇 を 書いた。 

ゆだや じん 

では 「さまよえる 猶太 人」 と は 何かと 云う と、 これ 

は イエス . クリストの 呪 を 負って、 最後の 審判の 来る 

日 を 待ちながら、 永久に 漂浪 を 続けて いる 猶太 人の 事 

である。 名 は 記録に よって 一定し ない。 あるいは カル 

タフ ィ ルスと 云い、 あるいは ァ ハス フェルスと 云い、 

あるいは ブ タデウスと 云い、 あるいは また イサク • ラ 

クェ デムと 云って いる。 その上、 職業 もや はり、 記録 

によって ちがう。 ィ エルサレム にある サンへ ド リムの 

門番だった と 云う もの も あれば、 いや ピラトの 下役 

だった と 云う もの も ある。 中には また、 靴屋 だと 云つ 



まち 

二日、 ムゥ ニッヒ の巿に 現れた 事 は、 ホ オル マイ エル 

の タッシ ェン • ブゥフ の 中に 書いて ある。 —— 

さかのぼ 

これ は 近頃の 事で あるが、 遠く 文献 を 溯 つても、 

彼に 関する 記録 は、 随所に 発見され る。 その 中で、 最 

も 古いの は、 恐らく マシゥ • パリスの 編纂した セント- 

アル バンスの 修道院の 年代記に 出て いる 記事であろう。 

これによ ると、 大 アルメニアの 大僧正が、 セント -ァ 

ル バンス を 訪れた 時に、 通訳の 騎士が 大僧正 は アル メ 

しばしば 

ニァ で屢々 「さまよえる 猶太 人」 と 食卓 を 共に した 事 

が あると 云った そうで ある。 次いで は、 フランドルの 

歴史家、 フィリップ. ムス クが千 二百 四十 二 年に 書い 



い。 最も 明白な 場合の み を 挙げて 見ても、 千 五 百 七十 

五 年に は、 マ ドリ ッドに 現れ、 千 五 百 九十 九 年に は、 

ウィンに 現れ、 千 六 百 一年に は リウ ベック、 レヴェル、 

クラカウの 三ケ 所に 現れた。 ルドルフ. ボト レウスに 

よれば、 千 六 百 四 年頃に は、 パリに 現れた 事 も あるら 

しい。 それから、 ナウ ム ブルダ や ブラッセル を 経て、 

ライプ ツイ ッヒを 訪れ、 千 六 百 五十八 年に は、 スタン 

フォド の サム エル . ウォリスと 云う 肺病 やみの 男に、 

ブラッド ヮ アト ビィル 

赤 サルビアの 葉 を 二 枚に、 羊 蹄の 葉 を 一枚、 麦酒に 

まぜて 飲む と、 健康 を 恢復す ると 云う 秘法 を 教えて 

やった そうで ある。 次いで、 前に 云った ムゥニ ッヒを 



た 事 を 公表した いので ある。 そうして、 その 古文書の 

内容 を も 併せて、 ここに 公表した いので ある。 まず、 

第一に 自分の 懐いて いた、 二つの 疑問と は 何で あるか。 



第一 の 疑問 は、 全く 事実上の 問題で ある。 「さまよ 

える 猶太 人」 は、 ほとんど あらゆる 基督教 国に、 姿 を 

現した。 それなら、 彼 は 日本に も 渡来した 事が あり は 

しない か。 現代の 日本 は 暫く 措いても、 十四 世紀の 後 

半に おいて、 日本の 西南 部 は、 大抵 天主教 を 奉じて い 

た。 、デル ブロォ の ビブ リオ テェク . オリ アン タ アル を 

見る と、 「さまよえる 猶太 人」 は、 十六 世紀の 初期に 当つ 



て、 フ アデ イラの 率いる アラビアの 騎兵が、 エルヴァ 

まち 

ンの巿 を 陥れた 時に、 その 陣中に 現れて、 Allah 

akubar (神 は大 いなる かな) の祈禱 を、 フ アデ イラと 

共に したと 云う 事が 書いて ある。 すでに 彼 は、 「東方」 

にさえ、 その 足跡 を 止めて いる。 大名と 呼ばれた 封建 

時代の 貴族た ちが、 黄金の 十字架 を 胸に 懸けて、 パァ 

テル . ノス テル を 口にした 日本 を、 —— 貴族の 夫人た 

さんご ねんじゅ つまぐ びる ぜん まりあ 

ちが、 珊瑚の 念珠 を 爪繰って、 毘留善 麻 利耶の 前に 

ひざまず 

跪 いた 日本 を、 その 彼が 訪れなかった と 云う 害 はな 

い。 更に 平凡な 云い 方 を すれば、 当時の 日本人に も、 

すでに 彼に 関する 伝説が、 「ぎ やまん」 ゃ羅面 琴と 同じ 



ように、 輸入され てい はしなかった か —— と、 こう 自 

分 は 疑った ので ある。 

第二の 疑問 は、 第一 の 疑問に 比べる と、 いささか そ 

の 趣 を 異にして いる。 「さまよえる 猶太 人」 は、 イエ 

ス • クリストに 非礼 を 行った ために、 永久に 地上 を さ 

まよわなければ ならない 運命 を 背負わせられた。 が、 

クリストが 十字架に かけられた 時に、 彼 を 窘めた も 

の は、 独り この 猶太 人ば かりで はない。 ある もの は、 

いばら かんむ リ いただ 

彼に 荊棘の 冠 を 頂かせた。 ある もの は、 彼に 紫の 

ころも まと くるす 

衣 を 纏わせた。 また ある もの は その 十字架の 上に、 

I • N • R . I の 札 をう ちつけ た。 石 を 投げ、 唾 を 吐 



れる 事がない のかと 云う 気になった。 所が 丁度そう 云 

う 絶望に 陥り かかった 去年の 秋の 事で ある。 自分 は最 

リ ようひ ひら ど あまく さ 

後の 試みと して、 両肥 及び 平 戸 天草の 諸島 を 遍歴して、 

古文書の 蒐集に 従事した 結果、 偶然 手に入れた 文禄年 

間の MSS. 中から、 ついに 「さまよえる 猶太 人」 に 関 

する 伝説 を 発見す る 事が 出来た。 その 古文書の 鑑定 そ 

じょせつ いとま 

の 他に 関して は、 今 ここに 叙説して いる 暇がない。 

ただ それ は、 当時の 天主教 徒の 一 人が 伝聞した 所 を、 

そのまま 当時の 口語で 書き留めて 置いた 簡単な 覚え 書 

だと 云う 事 を 書いて さえ 置けば 十分で ある。 

この 覚え 書に よると、 「さまよえる 猶太 人」 は、 平 戸 



から 九州の 本土へ 渡る 船の 中で、 フランシス. ザヴィ 

エルと 邂 追した。 その 時、 ザヴィ エル は、 「シメ オン 

いるまん おとも 

伊留満 一人 を 御 伴に 召され」 ていたが、 その シメ オン 

ようす 

の 口から、 当時の 容 子が 信徒の 間へ 伝えられ、 それが 

また 次第に 諸方へ ひろまって、 ついに は 何十 年 か 後に、 

この 記録の 筆者の 耳へ も はいるよ うな 事に なった ので 

ある。 もし 筆者の 言 を そのまま 信用 すれば 「ふらんし 

しょうにん 

す 上人 さまよえる ゆだやび とと 問答の 事」 は、 当時の 

天主教 徒 間に 有名な 物語の 一 つと して、 しばしば 説教 

の 材料に もな つたら しい。 自分 は、 今 この 覚え 書の 内 

つ J 一 

容を 大体に 亘 つて、 紹介す ると 共に、 二三、 原文 を 引 



無花果 や 柘榴の 実と、 そうして その 中に 坐りながら、 

熱心に 話し合つ ている 三人の 紅毛人と を、 読者 自身の 

想像に 描いて 見る より ほか はない。 何故と 云えば、 そ 

いきいき 

れら を活々 と 描写す る 事 は、 単なる 丁 学究た る 自分に 

とって、 到底 不可能な 事 だからで ある。 

が、 もし 読者が それに 多少の 困難 を 感ずる とすれば、 

ぺ ック がその 著 「ヒストリ ィ . ォブ . スタン フォ ォド」 

の 中で 書いて いる 「さまよえる 猶太 人」 の 服装 を、 大 

体 ここに 紹介す るの も、 読者 の 想像 を 助ける 上に おい 

て、 あるいは 幾分の 効果が あるか も 知れない。 ペック 

はこう 云って いる。 「彼の 上衣 は 紫で ある。 そうして 



腰まで、 ボタンが かかって いる。 ズボン も 同じ 色で、 

やはり 見た所 古く はない らしい。 靴下 はまつ 白で ある 

が、 リンネル か、 毛織り か、 見当が つかなかった。 そ 

れ から 髯も髪 も、 両方と も 白い。 手に は 白い 杖 を 持つ 

ていた。」 II これ は、 前に 書いた 肺病 やみの サム ェ 

ル- ウォリスが、 親しく 目撃した 所 を、 ペックが 記録 

して 置いた ので ある。 だから、 フランシス. ザヴ イエ 

ルが 遇った 時 も、 彼 は 恐らく これに 類した 服装 をして 

いたのに 違いない。 

そこで、 それが どうして、 「さまよえる 猶太 人」 だと 

わかった かと 云う と、 「上人の 祈禱 された 時、 その 



御 悩み を、 笑い 興じながら、 見物した もので ござる。」 

記録の 語る 所に よると、 クリスト は、 「物に 狂うた よ 

うな 群集の 中 を」、 パリ サイの 徒と 祭司と に 守られな 

がら、 十字架 を 背に した 百姓の 後に ついて、 よろめき、 

歩いて 来た。 肩に は、 紫の 衣が かかって いる。 額に 

、， ばら . ？. -, やむ リ 

は 荊棘の 冠 がの つてい る。 そうして また、 手 や 足に 

むち あと きず ば ら 

は、 鞭の 痕ゃ 切り創が、 薔薇の 花の ように 赤く 残って 

いる。 が、 眼 だけ は、 ふだんと 少しも 変り がない。 「日 

おんめ 

頃の ように 青く 澄んだ 御 眼」 は、 悲しみ も 悦び も 超越 

した、 不思議な 表情 を湛 えてい る。 —— これ は、 「ナザ 

レの 木 匠 の 子」 の教を 信じない、 ヨセフの 心に さえ 異 



る 唇 を ふれよう とした。 が、 もう 遅い。 クリスト は、 

兵卒た ちに 追い立てられて、 すでに 五六 歩 彼の 戸口 を 

離れて いる。 ヨセフ は、 茫然と して、 ややと もす ると 

おん あるじ 

群集に まぎれよう とする 御主 の 紫の 衣 を 見送った。 

そうして、 それと 共に、 云いよう のない 後悔の 念が、 

心の底から 動いて 来る の を 意識した。 しかし、 誰 一人 

彼に 同情して くれる もの はない。 彼の 妻 や 子で さえ も、 

しょさ いばら 

彼の この 所作 を、 やはり 荊棘の 冠 を かぶらせ るのと 同 

ちょ-つろ-つ 

様、 クリスト に対する 嘲弄 だと 解釈した。 そして 往 

来の 人々 が、 いよいよ 面白そう に 笑い 興じた の は、 無 

理 もない 話で ある。 —— 石 を も 焦がす ような エル サレ 



とりに きわまりました。 罪 を 罪と 知る ものに は、 総 じ 

て 罰と 贖 いとが、 ひとつに 天から 下る もので ござる。」 

—— 「さまよえる 猶太 人」 は、 記録の 最後で、 こう 自 

分の 第二の 疑問に 答えて いる。 この 答の 当否 を 穿鑿す 

る 必要 は、 暫くない。 ともかくも 答 を 得た と 云う 事が ■ 

それだけで すでに 自分 を 満足 させて くれる からで ある- 

「さまよえる 猶太 人」 に関して、 自分の 疑問に 対する 

答 を、 東西の 古文書の 中に 発見した 人が あれば、 自分 

は 切に、 その 人が 自分の ために 高教 を吝 まない 事 を 希 

望す る。 また 自分と しても、 如上の 記述に 関する 引用 

書目 を 挙げ て、 いささか この 小論 文 の 体裁 を 完全 に し 



たいので あるが、 生憎そう する だけの 余白が 残って い 

ない。 自分 は ただこ こに、 「さまよえる 猶太 人」 の 伝記 

またい でん まこ でん 

の 起源が、 馬 太 伝の 第 十六 章 二十 八 節と 馬 可 伝の 第 九 

章 一 節と にある と 云う ベ リング グッドの 説 を 挙げて、 

一 先ず ペン を 止める 事に しょうと 思う。 

(大正 六 年 五月 十日) 
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